
野田市スポーツ協会規約

第１章　名　　称
第１条　本会は野田市スポーツ協会という。

第２章　事 務 局
第２条　本会の事務局を野田市野田２５０番地、興風会館内に置く。

第３章　目　　的
第３条　本会は市民の体力向上とアマチュアスポーツ精神の高揚を図り、スポーツ

の振振興寄与することを目的とする。

第４章　事　　業
第４条　本会は第３条の目的を達成するため次の事業を行う。

(1) スポーツ大会（体育大会を含む）、講習会等に関する行事を実施する
こと。

(2) 県スポーツ協会との連携ならびに加盟団体の強化発展、および加盟
団体別、地域別等諸団体との連携を図ること。

(3) スポーツクラブの育成、スポーツ教室等の振興事業を図ること。
(4) 選手の競技力の向上を図り、コーチを育成すること。
(5) 近隣各市共同スポーツ事業の開催および援助を行うこと。
(6) 県民スポーツ大会に派遣する競技者、役員を選定し参加させること。
(7) 関係機関にたいし意見を述べ、その施策に協力すること。
(8) その他本会の目的達成に必要な事業を行うこと。

第５章　加盟および脱退
第５条　本会は次に掲げるものを加盟団体とする。

(1) 市内におけるアマチュアスポーツを競技別に統括する競技団体。
(2) 市内における学校体育を代表する団体。
(3) 市内における地域スポーツ団体。
(4) その他評議員会の議決を経て指定した団体。

第６条　本会の加盟団体になろうとする団体は、評議員の現在数３分の２以上の議
決を経て加盟することができるものとし、その方法は加盟規約による。

第７条　加盟団体が脱退しようとするときは、その事由を付して脱退届けを提出し
評議員現在数の議決を経なければならない。

２　本会は加盟団体が第５条に掲げる資格を失ったとき、または本会の加盟団
体として不適当と認めたときは、評議員の現在数の議決を経てこれを脱会
させることができる。

第８条　前３条に規定するもののほか、加盟団体ならびに加盟および脱退について
必要な事項は評議員会の議決を経て別に定める。

２　加盟団体は本条によりさだめられるところを守らなければならない。

第６章　資産および会費
第９条　本会の資産は次のとおりとする。

(1) 基本金
(2) 本会所有の動産および不動産
(3) 資産から生ずる果実
(4) 交付金および補助金

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

50 51 52 53 1 55 56 57 58 59

60 61 62 63 64



(5) 事業に伴う収入
(6) 寄付金品
(7) 加盟金および年度会費
(8) その他の収入

第１０条　本会の事業遂行に要する費用は、前９条に掲げる資産より支弁する。
第１１条　本会の事業計画および収支予算は毎会計年度開始前に会長が編成し評

議員会の議決を経て承認を受けなければならない。
第１２条　本会は評議員会の議決を経て特別の目的のためにする基金又は積立金

を設定することができる。
この基金または積立金は評議員の議決を経てその都度別に定める。

第１３条　本会の収支決算は毎会計年度終了後に会長が作成し財産目録および事
業報告書に監事の意見をつけ評議員会の承認を受けなければならない。

第１４条　本会の会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。

第７章　役　　員
第１５条　本会は次の役員をおく。

(1) 会長１名
(2) 副会長３名以内
(3) 理事長１名
(4) 副理事長１名
(5) 理事15名以内
(6) 監事２名

第１６条　本会は顧問および参与等をおくことができる。
第１７条　会長は評議員会で推挙する。副会長は評議員会の議決を経て会長が委嘱

する。
会長は本会を代表して会務を総理し、評議員会の議長となる
副会長は会長を補佐し、会長事故ある時はその職務を代行する。
理事長は理事の互選により会長が委嘱する。
理事長は会長の命を受けて会務を執行し理事会の議長となる。
副理事長は評議員会において理事のうちから選出し会長が委嘱する。
副理事長は理事長を補佐し理事長事故ある時はその職務を代行する。

第１８条　理事は加盟団体からの推薦を受け評議員会に諮って委嘱する。
会長はこのほか評議員会に諮って学識経験者から若干名の理事を委嘱
することがでる。
理事は理事長を補佐すると共に、理事会を構成し会務、常務を掌理する。

第１９条　評議員は加盟団体より１名選出する。
役員のうち会長、副会長、理事、監事は評議員を兼ねることはできない。
役員に選出された団体は別に１名の評議員を選出する。
評議員は評議員会を構成し会務を議決する。

第２０条　監事は評議員の推薦によって会長が委嘱する。
監事は会計を監査する，

第２１条　顧問および参与は評議員会の推薦により会長が委嘱する。
顧問は会長の諮問に応じ、参与は会議に出席し意見を述べることができ
る。

第２２条　役員の任期は２年とする。但し再任は妨げない。補欠による役員の任期
は前任者の残任期間とし増員による役員の任期は他の役員の期間とす
る。役員は任期満了しても後任者が就任するまではその職務を行う。
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第８章　会　　議
第２３条　評議員会は会長が招集し予算、決算、役員改選等を議決する｡

また加盟団体の３分の１以上が会議の目的を示し請求した時は遅滞な
くこれを招集しなければならない。

２　理事会は理事長が招集し会務に必要な事項および評議員会より委任さ
れた事項審議執行する。

３　会議は議席数の半数以上出席がなければ開会することができない。但し
同一事項について再度招集した時はこの限りではない。

４　会議に出席できない場合書類にて会議事項の審議を委任することがで
きる。この場合委任した評議員、理事は出席とみなす。

５　会議における議決は第６条、および第２６条を除き総て出席者の過半数
で決し、可否同数の時は議長の決するところによる。

第９章　事務局および局員
第２４条　本会の事務を処理するため事務局を置くことができる。

２　事務局長および事務局員は会長が委嘱する。

第１０章　専門委員会
第２５条　本会は特に専門処理を必要とする場合に専門委員会を設けることがで

きる。
２　専門委員会の名称、目的、事業等は評議員会にてその都度定める。
３　専門委員会の委員長は理事より１名選出兼務とし会長が委嘱する。
４　委員は評議員会の承認を得て会長が委嘱する。

第１１章　規約の改正
第２６条　本規則は評議員会の出席者の３分の２以上の同意を得なければ変更す

ることができない。

第１２章　補　　則
第２７条　規則の施行について必要な事項は、評議員会の議決を経て別に定める。
第２８条　昭和２２年１０月３日制定の野田町体育協会規約（昭和２５年５月２０

日、昭和２８年５月６日、昭和３０年２月２６日、昭和３２年８月１２日
一部改正）は廃止する。

第２９条　本規則は昭和６１年４月１日より施行する。
第３０条　本規則は平成３１年４月１日より施行する。
第３１条　本規則は令和４年４月1日より施行する。
第３２条　本規則は令和６年４月1日より施行する。

1 2 3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

30 31 32 33 34 35 36 37 38 39

40 41 42 43 44 45 46 47 48 49

50 51 52 53 54 55 3 57 58 59

60 61 62 63 64




